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シベリヤへ落ちれ流星

　　　　　　　　　　　　下關支部長

　　　　　　　　　　　　廣　津藤　吉

　一九〇八年七月三十日の早朝四萬噸（千百八十萬貫）にあまる鐵塊が大

室より落下しその震音は1700キロに亙る地域全艦に感ぜられた．この亘大

なる唄星は幸にしてシベリヤの荒野に落下しナこのであるが假にニューヨー

ク市上に落下しナこミするε市中のあらゆる摩天骨は粉確され，あらゆる人

畜はその生命を，・fちきころに奪はれたこごであらう．

　勿論同様な飛道具がニューヨークやシカゴや或は其の他の大小の都市を

襲撃しないミ云ふやうな確固たる理由はないのである．

　丁度其時ロシヤの農民達は八百キロの彼方の大室にすさまじい閃光を見

そしてこの天來の訪問客が地上で炸裂し勢門した物音を聞いたのである，

　この記事は千九百二十八年六月三十日の「リテラリー・ダイゼス5」の

翫に報ずるεころであっt．そ0）時下來露國の科學者達はその阻星に志す

る研究を綾けて來たのであるが，一方，笹野理科大門下授vtニード・ク

リク氏及シベリヤ考古學協會の教授ビクター・シチン氏を指導者ミする探

開脚が遽に三星落下の下貼を決定し得るに至つナこのである．シt・“リヤの荒

野の難澁な族から蹄つたクリク教授は三星の墜落によって生じた地面の大

破裂穴の窟眞及三星落下によって生じた恐るべき大憂動の報告を齎らし

た・更にニユーヨーークのアメリカン・ウa一タリーに掲載されナこ記事を讃

み綾けるS

「科二者及び創作者達は彗星ミか或は：巨大な限星なさ・が地球にぶっつかっ

たごきに，さんな結果が，もち上るだらうかε云ふこεを想像しやうNS試

みたのであるが，結局クリク教授の蹄って滴る迄は，科學は實際に起つた

正確なる眞相をつかむこεが出來なかっtのである．

　クリク教授は藪年前からこの推定的な阻星に深く興味を感じてみたので

ある．これより先一九二七年，最初の探険除が三星落下の地貼ミ目さるべ

き地を決めかNつkのであるが，不幸にして食料其他の必要品の鋏乏ご，
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／恐るべきシベリヤの嚴寒を避けるために・直にその地を引き上げねばなら

　なかった・

　　Sころが昨年クリク教授はシチン教授や其他の助手ε共に第二の探険隊

を試みたのである・今モスコーに蹄つたばかりのこの探険隊は・あの宇宙

的の大衝突によってのこされナこ古庚を初めて肉眼で見た實話や今迄傳へら

れナこ記録が誇張ε云ふよりも寧ろ眞實であるε云ふこミを誰明するに足る

標本εが爲眞をもナこらし三つたのである・

　　クリク氏やシチン氏の報告によるミ

　「限星の三三の落下した丁度その地引の周園約一千ZF方キロに亙る地面一一

帯は恰も世界最大の大砲によって砲撃さtLftやうに，穿ナこれ，粉確されて

るる．そして，この落下によって生じた凹凸が互に相起伏してみる有様は

歌洲諸戦場中最も荒慶に蹄しナこ地にも匹敵され得るのである．」ミ

　　この徹底的に荒廃した地上に探険除は泥炭や新しい苔の薄く生えてみる

のを二見しナこ………あたかも自然はシ〈こりヤの苔原のあの征服するこεの

出來ない植物を以て古痩を掩ひかぶさうEでもしてみるやうに………

　落下の中心黒占に於て，或は中心鮎の周園三百キロに亙って三星の落下し

ナこ事實を間違ひなく示す讃嫁が残ってみるのである．假りに地球の表面に

文明人の到達するにこの険星落下の地黒占よりも夏に困難なる揚所が多くあ

るにしても，その何れの揚所も，この地鮎以上に科三者の探険に封ずるよ

り以上の三値はもってはみないのである．

　「モスコーを去る約六千キロの地鮎にあるタイシエツトはシA“Lリヤの草分

の町であるが，そこでシベゾや二道を乗り捨てN探険隊は地圖にのってみ

ない五百キロもある旧地や叢林や泥炭の沼を進んで行ったのである，この

εころに最も逞れた粗放な文明の雛形εでも云ふべき，髪を深くのばした

ロシヤ農民の小部落がある．

　この部落の彼方には禽，全くの荒野が三百キロも展開してみる．εころ

が，突然にも探険除は二十年前の，あの大惨劇の形跡に出くはしたのであ

る・師，木々は弔たく地に倒れて黒嶢けミなり，　そして，黒焦1ナになっ

た鹿の骸骨や，漂されて白くなった骨なE“が，あちらにも，こちらにも散
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らばつてみるのである．かくて漸次荒涼を喰して行く原野を五十キロ近く

も更に進んだ探瞼隊は途に子星の大集團の落下しtこεの疑ひの旧地のな

い地黒占に逡に到達したのである．

　以下更に讃み績けて，クリク教授やシチン教授の説明するEころを示す

に

「この地；鮎は，恰も大きな湖水に投下された石によって生するあの漣が瞬

間的突然の寒氣によって堅く凍りつきでもしtやうな有様を呈してみるの

である．この限星の重量はロシヤの科學者によるミ薄くεも四萬噸（千八

百八十萬貫）に達するのである．そして恐らく二百或はそれ以上の個々の

投射物は一痔間二千五百キロ乃至三千キロの速度で落下したε推定され得

るのである，

　科學者の報告によるご，斯如落下の量が多量であったために，丁度水中

の波の如く堅い土が凹凸の起伏をなすに至ったのである．そして限星によ

って穿たれた中央の大穴には個々の隈星のかけがめり込んでみるがその中

央の大穴の周園には今でも流れに似たこれらの凹凸の起伏を掘るこεが出

來るのである．

　この全髄の有様は叉，三界の中に煙筒の頂上から煉瓦でも落したこきに

でも生するやうな有様を旗大したやうなものである．

　かたい土塊が四方に，しぶきのやうに散財したに違ひない．そして惨害

は箪に堅い地中に出干た穴や波のある中心地帯の外にも及ぼされたのであ

る．師ちこの中心地鮎を去る約十五キロ乃至二十五キロのあたりに科學者

達は恰も：巨大な松火にでも焼かれたやうに黒焦になってみる地方を嚢制し

たのである．おそらく，それは出町落下によって起つたのである．

　険星が地上に落つる直前に限星の大集團は三四百キロに亙る室中を震骸

さしkに違ひない．阻星の落ちる直前に地上にあるあらゆる熔鑛熔の熱よ

りも更に熟い極度に干せられた亘大な氣泡が，阻星の落下する急速度によ

って生する最高度の歴力の下に，疑もなく飛散しナニこεであらう．そして

かく白熱化されナこ氣流が恐らく唄星の落下しナこ地黒占の周隅一膣を黒焦1ナに

したのであらう．
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　　焼け焦げてみる地下の周園の更に十五乃至三十キロ言葉を換へて言へば

直径約八九＋キ・の四周に亙りて・wa星落下の騰がら髄度で放射され

　池二三の波も亦・阻星落下の痕跡をεN“めてみるのである・郎ち三っては

　生きてゐtこ幾百萬本の木々が・その焼け死んだ頭を爆護地鮎から・そこ側

　に向けて，しかも求心圖を描いて倒れてみるのである・その様は恰も・練

　兵場を一掃しナこ毒瓦斯の如き突然的死の浪によって列のまNでその場に倒

　れてるる二丁のそれにも較べるこミが出來やう・

　　更にロシヤの科學者の語るSころによるミ

　f落下した阻星の各破片は恰も互大なるビス5ンのやうな働きをしたに違

　ひない・」

　　随って唄星の下に歴縮された丁丁は逃げ道を求めな圃？ばならなかつ

　ナこ，

　　かくて氣流はもの凄く外部に飛散したので二三四十乃至五十キロの中に

　あるあらゆる樹木は大暴風中の歯楊子の如く吹き飛ばされたのである・恐

　らく斯くの如きは人類歴史に於ける最初の出來事であり三三：後の大事攣で

　あって，かのローマ時代に於けるベスビヤス山の大噴火や或は二三十年前

　のマルチニクのベレー山の大噴火の時でさへも，シベリヤの鰍百萬本の木

　々を倒しあの熱しきつk下流が嵐ミなって狂暴にも吹きつのった有様は到

　底見るこNSが出來なかったのである．

　　阻星落下の地貼より更に遙かに遠ざかつナこ地方に於てもこの大惨劇の跡

　形は残されてみる。師ち藪丁丁を離れfcこの地黒占に最も近い村落に於ては

　今でも爾農民達は二十年前の七月の早朝に大室に亘大な閃光をみたこミを

ありありSおぼえてみるのである．そして或者は，人を吹き倒しナこり，窓

　を破ったり，その他，板εか旧い品物を吹き飛した室氣の波動を思ひ出し

　得るのである．

　　約八百キロをへだたって停車場に於てさへも土地の震動をつよく感じナこ

　のである．しかし，それを地震だミ思ったらしい．

　「阻星落下の正しい地鮎ε，阻星投射によってつくられた：巨大なる熟の波

や室氣の波の，疑ひのない跡形を見つけたクリク教授や，その同件者達は



52 Vベリヤへ落ちずこ流星　（廣津藤吉）

夏に一歩を進めて地中にはまり込んでみる三星の大きな破片の一つに達す
　　　　シヤフト
るやうに聴罪機を下しナこが水0）爲めに，それは不能に終っtc：かく：不能に

終っナこ原因は軍に其の地黒占が沼澤の多い地方であるばかりでなく，その大

破裂穴が，その後章つナこ雪や雨の爲めに俺はれてるたからである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケイ
「クリク氏の考案によるざ橋の土製を沈める時に使用される機械に似た潜

ソン

函を用ひるこミによってのみ，その下に横はつてみるざ信じられてみる：巨

大な鑛物（阻星）に達し得，且つその一部を引上けるこミが出來るかもし

れないのであるざ．勿論，冬期，土地の凍ってみる時ならば整岩機を下す

こミは可能かもしれない．然し，クリク氏自身その企てが成功するかεう

かを疑ってみるのである．

　記者は更にっ、“けて

「限星の小さな標本が獲見され，そして今，それがモ冬コーに齎らし錨ら

れナこのである．この標本は科學研究所で里門の大家によって研究されるこ

εになってみる．

　この標本によるε，その限星は石性のものから出來てるるものよりも更

に珍らしく且つ，より早耳な鐵の愛種であるこεを語ってみる．

　シベリヤに於て平地されナここの限星の贋格はシチン教授によるε，その

含んでみる鐵分やプラチナのためにざつミ三四億圓には達するミいふ．し

かしこんな入里離れた，人の近づき難い荒涼たる地にある限星を商買にし

て儲るかさうかは甚だ疑iはしい．

　εにかく，ロシヤの科回申椹三者達が次の夏に計恥してるるこころの落

下の地鮎の更に進んだ研究の目的は，存在してみるかもしれない高償な鑛

石を得るためではなく，世界歴史上に嘗て見ないこの大事憂に摂する更に

一足を進めた科學的報告を得るためである．

　しかし，この大事攣は恐らく入類が地上より掃蕩される以前に，まだ何

回か繰返される蓮命に置かれてみるかもしれないが，測るべき夏に飛行隊

を現揚に派遣して土中より爲眞を取って穴の正確な形や大きさや，或は落

下した方向の測定をする計叢をなしてみる．


